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3Dレーザースキャナーの活用状況

点群から掘削土量を算出

最新のICT建機「PC200i」も山梨で最も早く導入

■安全性向上のためのICT

――i-Con現場の取組をご紹介ください

湯沢信氏●完了済みなのは2現場あります。最

初は2017年11月頃から取組んだ現場でi-Con

をフルに実施しましたが、ここでは点群で3Dモ

デルを作ることで完工状況が正確に予測できる

メリットを痛感しました。以前は丁張をかけてよ

うやく「こういう感じ」と分かるのに、モデルを作

れば即座にそれを把握し、良し悪しを判断して

協議に持っていける。スピーディかつ安全です。

このメリットをより強く意識したのが、2つ目の

i-Con現場「小武川崩壊地対策工事」でした。

――小武川の現場はどんな現場でしたか

湯沢信氏●小武川に面した急峻な崖の崩壊を

防ぐための工事で、2018年3月に着工し同年

11月に完工しました。内容は1,300㎡の法枠

工に鉄筋挿入工が900ｍで、法面の危険箇所

全面に法枠を設置する工事です。問題はこれ

が非常に急峻な法面だった点で……山梨に多

い地形ですが、こうした現場では、計測も施工

も斜面に張り付けたネットやロープでぶら下が

り、ロッククライミングのようにして行うしかな

く、危険極まりない作業となります。

――ではMCで無人化を？

湯沢信氏●山あいの現場なのでGPSが使えず

重機も入れないため、施工は手作業でやるしか

ありません。そこでそれ以外の作業にICTを使っ

て危険を抑え、負担を軽減して安全性向上を図

ろうと考えました。宙づりで行っていた法面吹付

面積の出来形管理を、3Dレーザースキャナーで

やろうというわけです。ICT施工でMC/MGはつ

かえませんが、出来形管理でのICT技術活用を

認めていただくことが出来ました。その結果

「ICT技術は安全性の向上に繋がる」ということ

を発信できる現場になったと思います。ICTの活

用は今後もっと広がってくると感じています。

■3Dデータをとことん使い尽くしたい

――実際の作業内容をご紹介ください

湯沢信氏●まず法面成形時の土量変化確認の

ため着工前計測を行い、次に法面整形の完了時

点で法枠の厚みや掘削土量を確認するために計

測。3度目はラス網設置時でラス網面積の確認

のために行い、さらに完成後も面積や梁長、モル

タル厚等の検測・検証のためデータを採取しまし

た。ただ、今回は初めてということもあり、通常工

法と2本立てで行っています。現場には苦労をか

けましたが、それだけの成果は上がっています。

――成果と感想をお聞かせください

湯沢信氏●完成時の法枠工面積の測定結果

は、問題なく求積できる精度が出ました。この

データが数量算出根拠として認められれば、

出来形管理での危険なぶら下がり作業は不要

になります。安全性向上、現場の負担軽減と

いう点で大きな効果があったと言えますね。

発注者も十分使えるデータという認識です。

また、3Dモデルを利用した掘削土量の算出や

梁長の計測等も良好な結果が出ています。

――TREND-CORE VRも試用したとか

湯沢信氏●今回はVRによる現地の計測を試し

　

ました。それも点群データをそのままVRで見

て、バーチャル空間内で計測する手法です。通

常は法面完成後も計測のため足場等を残しま

すが、この手法ならいつでも目で見て好きな箇

所を計測できます。実運用にはまだ難しい部分

もありますが、大いに期待したいですね。また、

伝えるということに関して、VRにはずば抜けた

力があります。これをどう活用していくか、今後

の重要な課題です。

――今後の展開についてお聞かせください

湯沢信氏●喫緊の課題は社内へのICT普及で

す。現場の技術者には各現場の3Dデータを入

れたタブレットを支給しており、活用も徐々に

広がり始めています。「この構造を変えたいか

ら、TREND-POINTやTREND-COREの使

い方を教えてくれ」という声も聞くようになり

ましたし、次の現場では自分たちで3D設計

データを作ってくれるのではないかと期待して

います。とにかく3Dデータを作るのは難しくな

いし、用途はいくらでもあるわけですから、ど

んどん作りどんどん使わなければ勿体ないで

すよ！

現場の3Dデータは容易に作れて用途は無限
どんどん作りどんどん使わないと勿体ない！
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現場点群から法枠を計測
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現場の点群モデル 点群モデルによるVR計測（TREND-CORE VR）
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